
令和３年第１２回教育委員会議事録 

項   目 内 容 記 録 

１．期  日 令和３年１０月４日（月）９：３０開会 

２．場  所 日野町山村開発センター 研修室 

３．開会（閉会） ９：３０～１１：２０ 

４．出席委員等氏名 頭本元文、飯田頼昭、松田暢子、松本智子、生田 求 

５．教育長あいさつ ・この度教育長に任命された生田です。着任してから 1 週間がた

った。委員の皆様には文化センター・図書館に勤務していたこ

ろからお世話になっている。今後もご指導、ご協力をお願いし

たい。 

・昨日、少年野球日野町大会を見に行った。今後もなるべく足を

運びたい。 

６．報告  課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事務報告（行事等） 

１０／ ４ 定例教育委員会 

１０／ ５ あいさつ運動 

１０／１１ 日野中学校訪問 

１０／１６ 義務教育学校シンポジウム 

１０／１９ 根雨小学校訪問 

１０／２６ 黒坂小学校訪問 

１１／ ２ 定例教育委員会・総合教育会議（学校長説明） 

 

（２）一般報告 

 １）令和３年第９回日野町議会定例会について 

  〇補正予算 

   ・義務教育学校既存校舎改修費 約３億円 

    全体事業費が不明確との反対意見あり 賛成多数で可決 

  〇一般質問 

   ・義務教育学校建設に木材を使用してはどうか 

    構造材としては難しいが内装材として可能な範囲で使用

する 

  〇教育長の任命について同意を得た 

 

 ２）第２回校舎建設検討委員会について 

   ９月１５日開催 

  〇報告 

   ・図面により説明 

   ・学校からの意見などの報告 

  〇今後のスケジュール 

   ・９月補正に改修費を予算計上（早期着工完成を目指し補
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      頭 本 

助金の前倒しを行う） 

   ・補助対象額２億円、補助率５５％、補助金額１億１千万

円 

   ・今後は増築部分の予算を計上予定（７億円程度） 

   ・発注時期は今年度末を予定 

  〇意見及び質疑 

   ・図面の仕上げは１月末ごろ 

   ・体育館との段差は両側スロープ設置により解消 

   ・子供教室は新しい多目的ホールを使用 

   ・エレベーターは地域開放時にも使用可能（シャッターで

仕切る） 

   ・中庭の花壇は狭くなるので借りている農地を有効に使用

する 

   ・多目的教室は普通教室と同じ仕様にしておけば多用途に

使用できる。 

   ・多目的教室の目的を明確にすべき 

   ・相談室と普通教室が並ぶのは良くない 

   ・各教室の設備は設計業者の提案をもとに検討する 

  〇事務局から 

   ・木材の使用については可能な限り使用する 

   ・防犯対策はインターホンや防犯カメラで対応する。設置

個所などは警察や警備業者のアドバイスを参考に検討す

る。 

  〇工事期間中の根雨小児童の学習の場について 

   （１）教室を移動しながら使用 

   （２）仮設校舎を建設 

   （３）日野中を使用 

   （４）黒坂小を使用 

   ・各学校で持ち帰って協議し、次回の会議で決定する 

 

・工事期間はいつからいつまでか 

・４月から年内の予定、工期によっては年度内 

・子どもたちにとって何が良いのか、予算的なこともある。仮設

校舎だと１億６千万円程度必要。グラウンドも使用できない。 

・黒坂小に行った場合は同じ教室で授業をおこなうのか 

・空き教室がないので一緒に行うようになるが、教員の配置は各

学校への配置なので教員は多くなる。ＰＣ教室を仮設の職員室

にする考え。 

・一緒に授業を行って児童が教室からあふれることがなければ、
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黒坂小が一番現実的かもしれない。先生方はやりにくい部分が

あると思うが相談してやってもらえば一番良いと思う。 

・仮設校舎を建てたら既存校舎は使用しないのか、特別教室はど

うするのか 

・既存校舎は使用しない、特別教室は最低限の物を設置する 

・仮設校舎を建てるとしたら場所はどこか 

・グラウンドの反対側に建てる 

・騒音や危険もあると思う。やはり別の場所がよい 

・体育館も使用できないか 

・使用することもできるが、今まで通りに使用できるかどうかは

わからない。使用しないのであれば学校内の物品の仮置き場と

して使用できる 

・既存の校舎も改修するか 

・最低限の改修ですめば、工事中に学校内を移動しながらできる

かもしれない 

・誰もいない方が工事がやりやすく、余計な工期をかける必要も

ない。黒坂小案が現実的だと思う。 

・保護者の立場としてはどうか 

・保護者はいろいろな意見が出るので、こちらで決めてお願いす

るしかないと思う。 

・放課後子供教室も黒坂で行うのか 

・そのようになると思う 

・朝はいったん根雨小に集まってバスで行くのか 

・その予定である。 

・帰りはバスで帰るか迎えに来てもらうか 

・子供教室に行かない子は、路線バスに重ならないようにバスで

帰る 

・日野高校もチロル観光の貸し切りバスで移動している 

・運動会などの行事は一緒にするのか 

・無理して分けることもできるが、その必要があるか。 

・運動会などの行事も根雨小ではできない 

 

 ３）第２、第３回教育課程検討委員会について 

   ８月３１日、９月２２日開催 

  〇学年の区切りについて 

   ・１～４年で区切る。その後の区切りは引き続き検討する。 

  〇「社会に開かれた教育課程」の実現のために、教科担任制

について協議 
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・保育所の年長を持ってくることは考えていないか 

・保育所を持ってくることは考えているが年長だけを持ってくる

ことは考えていない。 

 

 ４）日野郡ふるさと教育推進協議会について 

  ・令和３年度第１回日野郡ふるさと教育推進協議会が９月２

日に江府町役場で開催された。７月に予定していたがコロ

ナの影響で９月になった。 

  ・任期満了により新委員を選出。日野町の委員は砂流教育課

長と安達校長。残り１名は空席になっている。 

  ・日野高校の双葉寮生をまなびや縁側で受け入れている。昨

年度までは双葉寮で夜間学習を行っていたが、今年度は体

制が整わなかったため、まなびや縁側で夜７時３０分から

８時３０分まで学習を行っている。内容は自学自習に縁側

講師がアドバイスする形式である。寮での自学自習と縁側

での自学自習を選択できる。 

  ・前コーディネーターが辞められたので空席状態。募集方法

等について総会で報告、業務内容などを精査したうえで年

内に募集する予定。 

  ・令和４年度に日南、江府両町にサテライトを置く計画。詳

細な内容や体制などについて調整を進めている。 

 

・縁側を利用している双葉寮生は何人か 

・１５名が利用している 

 

 ５）日野高校魅力向上推進協議会・日野郡ふるさと教育推進協

議会協働シンポジウムについて 

  ・９月１１日（土）に協働シンポジウムを開催した。当初は

対面形式で実施する予定だったが、リモート形式で実施し

た。参加者数は８３名だった。 

  ・第１部で大正大学の野崎太郎先生に「高校と地域はどう変

わるのか、高校教育改革最前線」というテーマで基調講演

いただいた。 

  ・第２部は高校生が地域と連携協働した教育の取り組みをテ

ーマに実践発表を行った。発表を行ったのは隠岐島前高校、

大崎海星高校、日野高校の３校 

  ・第３部は公設塾のまなびや縁側講師が進行を務め、シンポ

ジウムの１部２部の流れをくんで、地域・教育、どういっ

たことができるのだろうかというところをテーマにワーク
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ショップを開催。オンラインによるグループ討議を行った。 

  ・現在報告書をまとめている。 

 

 ６）教職員の交通事故に係る判決について 

  

７．議事  課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議案第３３号 

  令和３年９月２６日付人事異動について 

  ・生田求図書館長の辞職を承認 

 

・議案第３３号 承認 

 

 

○議案第３４号 

  令和３年９月２７日付人事異動について 

  ・砂流課長が図書館長及び文化センター所長を兼務する 

 

・議案第３４号 承認 

 

 

○議案第３５号 

  令和３年１０月１日付人事異動について 

  ・パートタイム保育士１名、日野高校魅力向上コーディネー

ター１名を任命 

 

・議案第３５号 承認 

 

 

○議案第３６号 

  令和３年９月３０日付人事異動について 

  ・会計年度任用職員（図書館司書）１名を９月３０日付で辞

職承認 

 

・議案第３６号 承認 

 

 

○議案第３７号 
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  令和３年１０月３日付人事異動について 

  ・保育士１名育児休業を承認（令和４年７月３１日まで） 

 

・議案第３７号 承認 

 

 

○議案第３８号 

  日野町地域学校協働本部運営委員の委嘱等について 

  ・日野町図書館選出区分の委員を変更 

 

・議案第３８号 承認 

 

・図書館長、文化センター所長を砂流課長が兼務しているが、新

しい館長を探しているのか。できれば年度内に見つけてほしい 

・探しているが館長は公募するわけにはいかないので、職員を若

干名募集し、実務者２名の応募があれば館長は年度末まで兼務

のままで行く考え。 

・やはり館長職は兼務でなく専属の人を置いたほうがよい。 

・館長の引き受け手がいなければ１名減のままである。それより

は実務者を置いた方が良いのではないかと思っている。 

・有資格者を採用するのか 

・有資格者であれば司書採用、無資格者であれば事務員として採

用する。何とか人数を増やしたい。 

・いずれにしても館長は必要なので探していただきたい 

・探すのをやめるわけではないが、なかなか難しい。 

 

８．協議  課 長 

 

 

（１）ひのっこ保育所計画訪問について 

  ９月に訪問した際に気になったことがあれば伺いたい。 

  →特になし 

 

９．その他 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）義務教育学校の可能性を考えるシンポジウムについて 

  ・１０月１６日に開催するので委員の皆様にはぜひ参加して

いただきたい 

（２）鳥取県市町村教育委員会研究協議会理事会及び定期総会に

ついて 

  ・以前書面決議を行った議題について、すべて承認された 

 

（３）令和３年９月教育行政連絡会議報告 

  資料を確認していただきたい 
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      課 長 

 

（４）日野町表彰審議委員会委員の推薦について 

  ・引き続き頭本委員にお願いする。 

 

・途中で教育委員の任期が切れるがよいか 

・その時の状況により対応する 

 

〇次回の委員会の予定 

 日時：令和３年１１月２日（火）午前９時～ 

 場所：山村開発センター 老人研修室 

 

 （１１：１０委員会終了） 

 

令和３年１０月４日 

日野町教育委員会 


